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6月23日は「慰霊の日」です。2025年度は、沖縄戦終戦から80年目の節目を迎えます。
沖縄県では、糸満市摩文仁の平和祈念公園にて「戦後80年沖縄全戦没者追悼式」を開催します。
沖縄戦で亡くなられた方々のご冥福と世界の恒久平和を祈願し、正午の時報とともに黙とうを捧げま

しょう。
(参考)ホームページ : 沖縄県 戦後80年沖縄全戦没者追悼式の開催
https://www.pref.okinawa.jp/kyoiku/seikatufukushi/1006765/1006768.html

沖縄戦とは、沖縄県で行われた太平洋戦争末期に県民を巻き込んだ地上戦 を含めた戦争のことです。
太平洋戦争の開戦以来、日本軍はミッドウェー海戦での敗退を境に徐々に後退することとなり、本土

防衛の最後の拠点を沖縄としました。
米軍は、沖縄攻略を正式に決め、1944年10月10日に米軍は沖縄本島に大規模な空襲が行われまし

た。1945年4月1日に米軍は1,500隻近い艦船と延べ約54万人の兵員をもって沖縄本島に上陸を開始
し、ここから約3～5か月にわたって沖縄戦が行われました。
この戦闘は、6月23日未明に司令官らが自決したことにより、組織的戦闘は同日に終結したとされて

いますが、その後も沖縄本島以外の各島や本島内でも局地的には引き続き戦闘が行なわれました。
この約3～5ヶ月の間の戦闘で亡くなった日本兵及び一般住民の方々は、一般住民約10万人を含め約

20数万人といわれています。沖縄県民の4人に1人が命を落とした壮絶な戦いでした。
(参考) 内閣府 沖縄戦の概要｜https://www8.cao.go.jp/okinawa/okinawasen/gaiyou/gaiyou.html
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沖縄戦の概要を知り、
慰霊の日は全国各地から黙禱を捧げましょう。

例年、式典の様子はNHK･YouTubeなどで配信されています

｢沖縄 慰霊の日｣｢沖縄 戦没者追悼式｣などで検索
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沖縄県営平和祈念公園

2024年度の様子
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慰霊の日には、平和の広場にある｢平和の火｣が灯され、平和の礎に刻まれた戦没者の名に想いを馳せ
ます。
｢平和の火｣は、沖縄戦最初の上陸地である座間味村阿嘉島において採取した火と、被爆地広島市の

｢平和の灯｣、長崎市の｢誓いの火｣の火を合火しています。

(画像引用)県営平和祈念公園 平和の礎
https://heiwa-irei-
okinawa.jp/facility/heiwanoishiji/

(参考)NHK NEWSWEB
沖縄「平和の礎」新たに342人の名前刻まれた板設置
(2025年5月26日)
https://www3.nhk.or.jp/news/html/20250526/k
10014817301000.html

平和の礎

沖縄の歴史と風土の中で培われた「平和のこころ」を広く内外にのべ伝え、世界の恒久平和を願い、
国籍や軍人、民間人の区別なく、沖縄戦などで亡くなられたすべての人々の氏名を刻んだ記念碑「平和
の礎」が、太平洋戦争・沖縄戦終結50周年を記念して1995年6月23日に建設されました。
平和の礎に刻まれた戦没者は2025年5月26現在、のべ24万2567人となりました。

平和の火

資料館見学・フィールドワークなどを通して

直接見て、聞いて、話して、

沖縄戦当時を想像し、今を生きる私たちに何ができるか考えました。
終了後は参加者を中心に、

全国の組合員が、想いをつなぎ・拡げていきました。
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